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大地にうたう 
新しいカレンダーの１年が始まります。以前、朝日新聞の「天声

人語」でも紹介された JVC 日本ボランティアセンター発行の「大

地にうたう」というタイトルの 2013 年カレンダーを飾りました。

私の高校の先輩（弟とは同級生でした）でもある報道写真家の長倉

洋海（ながくらひろみ）さんが撮った、世界各地の子どもたちの笑

顔の写真ばかりです。ホームページから１部 1500 円で購入できて

その一部が寄付金となります。とってもいい写真ばかりなのでこれ

から毎月めくっていくのが楽しみです。 

世界にはいろいろな子どもたちがいます。その中にはパキスタン

のマララ・ユスフザイさんのように女子への教育の必要性を訴えた

だけで銃撃された少女もいます。世界中が重傷を負った彼女の回復

を願っていますが、どう考えても彼女が標的とされる理由はありま

せん。世界にはいろいろな価値観の人たちがいるにしても、教育を

受ける権利を奪うことは許されません。逆にその権利があるという

ことの重みもかみしめたいところです。 

冬期講習も半分以上が過ぎ、みなさんの様子をみていると、夏期

講習の時から随分成長したなと感じる場面があります。これは講師

の先生方も口にしていることです。たとえば小４の A 君は国語の説

明文の読み取りも、算数の図形の問題も格段にすらすらとできるよ

うになりました。何よりも自分で考えるという道筋ができてきたよ

うに思います。他の学年でも、あの落ち着きのなかった中学２年生

がうるさいながらも授業には集中していたり、小６がまもなく中学

生になるんだという自覚を漂わせていたり。みなさんが今、この一

瞬ごとに身につけていっていることのすべてが、これから自分を守

っていき自分を勇気づける重要なアイテムだということが直感的に

わかってきたのかもしれません。 

 さてセンター入試まであと半月、公立高校前期入試まであと４０

日、私たちは全力で応援していきます。ご家族も見守ってくれてい

ます。不安になることはありません。前に進むだけですよ！ 

通信 


